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1  は  し め に

田植機を利用した大豆の移植栽培において畑条件下では

植付が不安定で活着も劣り,実用化のためには改善を必要
とする。ここでは,保水剤を使用した育苗方法とは場条件
が植付精度に及ぼす影響を検討した。

2試 験 方 法

は, 育苗試験

1)試験年次 :昭和62年
2)育苗施設 :青森県農業試験場水稲用育苗ハウス
3)供試品種 :ヮ セスズナリ
4)供試保水剤 :①イゲタゲルソイル

②ダイヤウエット

5)育苗方法 :水稲用の育苗箱に下敷紙として新聞紙
を 3枚重ね,水稲用R-8の ペーパー
ボットをケットし,用土を詰め播種し

た。播種期 ,灌水し出芽までシルバー

ボリトウで被覆した。

6)播種 :5月 1日 と 5月 15日 の 2回
7)試験区の構成 :表 1参照

12)移植試験

1)供試田植機 :ヰセキ田植機PF451
2)播種 :5月 15日
3)移植 :5月 29日
4)栽植密度 :畦幅60m 株間16帥
5)試験区の構成 :図 1参照

畦立区

図 : 試験区の構成
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3 試験結果及び考察

0 育苗試験
1)土壌水分の推移
5月 1日 のは種時に一律に灌水した後,5月 10日 まで潜

水せずに含水比を 3日 おきに測定した。 5月 11日 にまた一

律に濯水した。

保水剤を混和した床土では水分の減少する速度がやや遅

く,水分を保持する能力がいくぶん高まった。保水剤を混

和した各区に大きな違いはなかった。育苗に保水剤を使用

したねらいとの一つである育苗中の灌水省力化を期待した

が灌水I・」数を減らすことはできなかった。

2)苗の生育
無処理区では

'4%出
芽し,出芽後 ,根がしばんだものは

なく苗の生育の揃いも良かった。保水剤を混和した区では

灌水により床土が育苗箱から溢れるはど膨張したため種子

表 : 試験区の構成
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図2 育苗箱内の含水比

苗の生育 (5月 29目調査 )

注 5月 15日 播種の苗を移植
普通耕 (ロ ータリ),耕深15"

が433%,欠株が20%で両区とも無処理区とほぼ同等の植
付精度であった。 また, ダイヤウエット02区では正常
苗の割合が32%と低く,転び苗が742%と 多くなった。

保水剤を混和した床土で育苗した苗を移植したが植付精

度の向上は見られなかった。

2)圃場条件と植付精度
植付深を深くするために畦立整型 した。凸部に植付けす

る方法をとり,こ れを畦立区とした。

育苗試験で 5月 15日播種の無処理区の苗を用い,移植試

験したところ,畦立区では,2本苗 埋没苗の発生は無かっ
たものの,転び苗の発生は258%と多く,正常に植付けら

れたのは645%で あった。畦立区の場合は深植えとなるた

め,土壌の保持力が強く苗が安定するためとみられた。

畦立区では欠株・損傷苗の発生が少なく,正常に植付けさ

れる割合が高くなった。

表 4 植付精度 (%)

注 5月 15日 播種の無処理区の苗を移植
2本苗,埋没の発生はなし

普通耕 (ロ ータリ),耕深 15昴

4 ま  と  め

保水剤を使用した育苗方法を検討したところ,床土の保

水力はやや高まったが,移植に適した苗の生育や植付精度

に対する効果は判然としなかった。保水剤の使用に当たっ

ては床土の量・種類・灌水量など更に検討を要する。田植

機による畑条件下における移植栽培では,畦立ですること

により植付精度が向上した。更に植付精度を向上させるた

めには均一な苗を確保するための育苗方法を確立し,代か

きの行なわれていない畑状態の植付では,植付深度がより

深くなるよう田植機の改良も必要である。

510 月日
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図3 苗の構成 (5月 15日 )

が浮き上がった。そのため出芽しないものや出芽の遅れも

みられた。その結果,生育が不揃いとなり良苗 (子葉展開

以上の生育ステージにある苗 )の割合が低下した。しかし

どの区も根の張り方は良好であった。保水剤を混和した各

区ともほぼ同様の結果となった。

2)移植試験
1)育苗方法と植付精度
5月 15日 に播種した苗の移植試験では,無処理区では 2

本苗・理没苗の発生は無く,欠株の発生は62%と少なか
ったものの転び苗・損傷苗の発生が多く正常に植付けられ

たのは438%であった。イゲタゲルソイル区で,正常苗が
467%,欠株が133%,ダイヤウエット01区で,正常苗

名区
草丈

(ι

")

茎長

(赫 )

1本当たり乾物重

地上部 地下部
(′ )  (夕 )

イゲタゲルソイル

ダイヤウエット01
ダイヤウエット02
無   処   理

89
89
107
117

47
42
49
46

0 18    0 04

0 17    003

0 19    0 04

018    003

-122-


